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杵築市水道事業 年　　　月　　　日
杵築市長　　　　様

住 所
申込者
給水装置 ﾌﾘｶﾞﾅ

所 有 者 氏 名 ㊞

TEL
（法人の場合は名称及び代表者氏名）

　杵築市水道事業給水条例及び杵築市水道事業給水条例施行規則を契約の内容とすることに合意し、

下記所在地に給水及び給水装置工事を申し込みます。
1.

2.

杵築市 （ 区）

□一般用　　□官公署学校用　　□工業用　　□ 臨時用

<建築物の種別>

□一般住宅　　□事務所　　□店舗　　□貸家（  　　　棟）

□アパート（  　　世帯　　  棟）  　□その他( 　      　　)

杵築市長　　　　　様

（連絡先　TEL 　 ）

号

㊞

【誓約事項】
1.

2.

3.

4.

5.

6.

給 水 種 別

指定番号

第　　 　号

住 　　 所

水道メーターの設置場所に、メーターの検針又は修繕に支障をきたすような物を置かないようにしま
す。もし、市から指摘されたときは直ちに自己の責任において処理します。

住宅を増改築し、門・塀等の工作物を設け、あるいは植樹しようとする時は、水道メーターの検針又は
止水栓の開閉が困難にならないようにします。もし、後日メーターの検針等に障害となることが判明し
たときは、市の指示に従いメーター等の移設替をします。また、これらにかかる費用については、自己
負担にて行います。

　　申込者より上記給水装置に係る申込み・施工・諸費用の納入、その他諸手続きについて委任を受けました。

　　　年　   月　   日

杵築市水道事業

給水装置工事場所

工 事 種 別

代表者氏名

名　　　称

□新設 　□改造(口径変更なし) 　□改造(口径変更あり) 　□修繕 　□撤去 

免状交付番号　第

給水及び給水装置工事申込兼設計審査申請書

管
理
係
長

年 月 日

申込者は、当該給水装置工事に係る申込み・施工・諸費用の納入、その他諸手続きについて下
記の指定給水装置工事事業者に委任いたします。

工
務
係
長

杵築市水道事業給水条例その他の諸規定を遵守いたします。

係
　
員

竣工予定承認

ﾒｰﾀｰ口径
受付 年 月 日 番

　
号年 月 日

給水装置工事
主任技術者 氏名

※太 線 の 欄 に 記 入 し て く だ さ い  ｡

メーターから屋内の給水装置については、管理不備又は故障等で市に迷惑をかけないようにします。

本給水工事に関して、土地の所有者など利害関係人の同意を得ており、異議の申し立てがあったときは
私（申込者）が責任を持って解決します。

既設管より新たに分岐し、敷設した公道内の給水管は工事完成検査後、杵築市水道事業(以下「市」とい
う。)に無償譲渡します。また、所有権・使用権等の変更に際しては、以上の誓約、承諾事項等本申請書
記載内容をすべて継承します。

緊急やむを得ない事情による断・減水、又は赤水、並びに給水制限等により給湯器、冷凍機、受水槽に
設置したポンプ、その他の機器に損害が生じても市に対し損害請求はいたしません。

装置番号 メーター番号

着工予定 年 月 日

指定給水装置
工事事業者

㊞

様式第１号（第４条関係）

課
　
長

水
道
技
術

管
理
者

課
長
補
佐

設
計
審
査

受
付
者



（裏）

　□国道　　□県道　　□市道　　□その他（　　　　　　　　）　□掘削工事なし

路線名等

□配水管（管種：　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　mm）

□本人所有給水管　□他人所有給水管 装置番号：

φ mm 栓

添付図面 　添付書類

平面図　・　断面図　・　詳細図 

位置図（給水場所が確認できるもの） N

※口径変更（φ　　mm→φ　　mm）

mm

円

円 円 円 円

メーター口径メーター番号

㎥

被分岐管種別

工
　
事
　
概
　
要

mmmm

給水装置工事に関する利害関係人同意書添付（　　　名）　　　＜別紙＞
給 水 装 置 分 岐
設 置 承 諾

占 用 区 分

既 設 装 置
装　置　番　号 取り出し管口径

※太 線 の 欄 に 記 入 し て く だ さ い  ｡

ﾒｰﾀｰ口径 申　込　受　付装置番号 備　　　　　　考メーター番号

新規加入金申込区分

□新規　　□改造

占用申請手数料工事検査手数料設計審査手数料申込手数料

水道法施行令第6条に関する確認書
□水理計算書　□給水装置所有権変更届
□道路占用許可申請依頼書兼誓約書
□その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他特記事項

分 岐 管 　管 種 口 径 水栓数 受水槽容量

㎥

給　水　区　分

□直圧 　　□受水槽　　 □併用

高架水槽容量


